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樹木名位置図
設置場所

桜を楽しもう！桜を楽しもう！
～基山総合公園を歩いてみませんか？～
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電
話
９
２―

７
９
６
３

３月下旬に取り付け予定です‼

＜ネームラベルの例＞
▽総合公園多目的運動場には樹木名位置図も設置しています。▽総合公園多目的運動場には樹木名位置図も設置しています。

紅普賢象 彼岸桜

桜　図　鑑桜　図　鑑

八重桜

冬桜

仙台吉野

駿河台匂 蝦夷山桜

関山 鬱金桜

大島桜

枝垂桜 大阪冬桜

ベニフゲンゾウ ヒガンザクラ ヤエザクラ

フユザクラ

センダイヨシノ

スルガダイニオイ エゾヤマザクラ

カンザン ウコンザクラ

オオシマザクラ

シダレザクラ オオサカフユザクラ

十月桜 染井吉野 御衣黄
ジュウガツザクラ ソメイヨシノ ギョイコウ

※写真は
イメージです
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▷名称　基山町福祉交流館
（愛称　きやまんふれあいセンター）
▷住所　佐賀県三養基郡基山町大
字宮浦1006番地１

▷電話番号　９２―２１０１
▷開館日　毎週火曜日から日曜日
まで

▷開館時間　午前９時～午後７時
（ただし、利用日の７日前まで
に利用申請されると午後９時ま
で延長可能）

▷閉館日　毎週月曜日（ただし、
月曜日が祝日の場合は、その翌
日）

▷利用申請方法　基山町役場１階
健康福祉課窓口、または基山町
福祉交流館２階交流広場受付
コーナーで申請してください。

▷利用料金（１時間当たり）
・学習室　　　120円
・多目的室　　130円
・創作活動室　160円
※利用申請受付・利用開始日等に
つきましては、改めてお知らせ
いたします。

※施設２階の創作活動室、
　多目的室、学習室は、
　使用に際し利用申請が
　必要となります。

基山町では、地域福祉活動の拠点として、平成26年４月１日より基山町福祉交流館を開館いたします。
地域の活動や趣味サークル等、様々な用途でご利用ください。

※問合せ先
　健康福祉課　福祉係
　電話９２―７９６４

基山町福祉交流館

きやまんふれあいセンターきやまんふれあいセンター が開館します !!

施 設 内 容

２月18日（火）、基山町役
場において基山町福祉交
流館の愛称決定表彰式が
行われました。　　　　
愛称考案者の原　順子さ
ん、山中　庸男さんが受
賞されました。受賞おめ
でとうございます。

きやまん
ふれあい
センター

（キッズコーナー）（休憩コーナー）

（OAコーナー）

創
作
活
動
室

（読書コーナー）

多目的室 学習室

交流広場
（図書コーナー）

社会福祉協議会
事務室

大会議室

教養室

相談室2

相談室1
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バス運行が変わります‼バス運行が変わります‼
コミュニティバス（旧循環バス）コミュニティバス（旧循環バス）

従来のフリー乗降式から
各バス停での乗り降り式にかわります。

４月１日㈫ から試験運行開始！

①　乗り方

②　降り方 降りたいバス停で、バスの中のボタンを押して降りる。

バス停でダイヤに合わせてバスを待つ。来たバスに乗る。

　７月１日（火）からのコミュニティバス（旧循環バス）本格運行（運賃有料）に向け
て、試験運行をします。運行ルート・バス停位置・ダイヤは変更する場合があります。

※バスの形や大きさは
イメージです。

４月１日（火）から、コミュニティバス（旧循環バス）の乗降方法・運行ルート・バス

停・ダイヤが変わります。御利用の際は、御注意ください。

▷乗り方・降り方

フリー乗降式から、バス停での乗り降り式にかわります。

▷運行ルート・バス停・ダイヤ

運行ルート・バス停・ダイヤを掲載したバスマップは広報３月15日号と同時配付してい

るほか、下記でも配布中です。

・基山町役場（保健センター）

・総合体育館

・社会福祉協議会

・憩の家

・きやまんふれあいセンター

・町立図書館

・町民会館

・バス車内

▷料金

試験運行期間中（４月１日（火）〜６月30日（月）） 運賃無料

※問合せ先 まちづくり推進課都市整備係

電話９２―７９６３

注 意 点

各路線ごとの

くわしい時刻表は

基山町役場・バス車内
に、御準備しています。



5 きやま

(H26.3.15)

きやまバスマップ
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給水塔

入口

けやき台
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６区公民館 城戸

つくし

整形前

７区公民館

丸林集落

センター

２丁目

公民館

けやき台

入口

龍光徳寺

荒穂神社前

４区公民館 憩の家

小松

浄水場
小原

皮籠石

集落入口

宝満神社

三ケ敷

営農研修

センター

金丸公民館 高島団地

入口

１１区

公民館

グリーン

パーク入口

園部団地

入口
鎮西隈

生活改善

センター

ドラモリ

コスモス

向田公園

たんぽぽ

保育園

きやま台

池田内科

基山駅前

小倉入口

東洋製罐

甘鉄立野

駅前

長ノ原

野口

５区公民館

本桜団地

１３区公民館

１２区

公民館

●高速基山

ＰＡ

サンエー前

秋光

交差点

酒井クリニック

総合公園

ふれあいセンター

図書館前

９区公民館

役場

甘木鉄道

中央公園

1丁目

公民館

４丁目

公民館

３丁目

公民館

郵便局

高速前

給水塔

入口

けやき台

駅前

６区公民館 城戸

つくし

整形前

７区公民館

丸林集落

センター

２丁目

公民館

けやき台

入口

龍光徳寺

荒穂神社前

４区公民館 憩の家

小松

浄水場
小原

皮籠石

集落入口

宝満神社

三ケ敷

営農研修

センター

金丸公民館 高島団地

入口

１１区

公民館

グリーン

パーク入口

園部団地

入口
鎮西隈

生活改善

センター

ドラモリ

コスモス

向田公園

たんぽぽ

保育園

きやま台

池田内科

基山駅前

小倉入口

東洋製罐

甘鉄立野

駅前

長ノ原

野口

５区公民館

本桜団地

１３区公民館

１２区

公民館

●高速基山

ＰＡ

サンエー前

秋光

交差点

酒井クリニック

総合公園

ふれあいセンター

図書館前
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中央公園

1丁目
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４丁目
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３丁目

公民館

郵便局

本 桜 線 （パターン運行）

バス停
番号

通過
番号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バス停
番号

通過
番号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

園 部 線 （パターン運行） け や き 台 線

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４月１日～　　
　　６月30日

試験運行
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基山町職員の給与や定数は、地方公務員法・地方自治法に基づいて、町議会の議決により条例で定められていま

す。基山町では条例に基づき、給与制度や職員の定員管理について、厳正な運用に努めています。

そこで、町職員の給与について町民の皆様に理解していただくために、その主な内容をお知らせいたします。

基山町人事行政の運営等に関する状況

⑴ 職員採用の状況 （平成25年度採用 単位：人）

区 分
受 験 者 数 合 格 者 数 採 用 者 数

男性 女性 男性 女性 男性 女性

一 般 事 務 35 20 1 3 1 3

保 育 士 0 7 0 1 0 1

文化財保護主事 3 1 1 0 1 0

計 38 28 2 4 2 4

⑵ 退職者の状況 （平成24年度退職 単位：人)

区 分 定年退職 勧奨退職
そ の 他

合 計
普通退職 分限退職 懲戒免職 失 職 死亡退職 任期満了

一般行政職 5 1 1 0 0 0 0 0 7

技能労務職 1 0 0 0 0 0 0 0 1

合 計 6 1 1 0 0 0 0 0 8

⑶ 部門別職員数の状況 （各年４月１日現在 単位：人)

部 門
職 員 数

対前年 主 な 増 減 理 由
平成24年 平成25年

一

般

行

政

議 会 3 3 0

総 務 36 34 −2
総務課付の休職等職員の復職、退職による減（−3）、他
地方公共団体派遣職員の総務課付（＋1）

税 務 10 10 0

民 生 32 31 −1
民生一般の業務の減（−1）、保育園技能労務職の欠員
不補充（−1）、保育士の欠員補充（＋1）

衛 生 8 8 0

農林水産 6 6 0

商 工 1 1 0

土 木 9 9 0

小 計 105 102 −3

特別行政 教 育 21 22 1 文化財保護業務の増（＋1）

公営
企業等

下 水 道 3 3 0

そ の 他 9 9 0

小 計 12 12 0

合 計 138 136 −2

※部門別職員数には、町長、副町長、教育長は含みません。

１ 職員の任免及び職員数に関する状況
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⑴ 人件費の状況 （平成24年度一般会計決算)

住民基本台帳
(平成24年度末現在)

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）
人件費率
(Ｂ/Ａ)

前年度の
人件費率

人
17,561

千円
5,387,783

千円
148,405

千円
1,168,815

％
21.7

％
22.2

※人件費には、議会議員やその他非常勤特別職の報酬、町長などの特別職給与、及び退職手当組合負担金などが含まれます。

⑵ 職員給与費の状況 （平成25年度一般会計予算)

職員数（Ａ）
給 与 費 １人当たりの

給与費（Ｂ/Ａ）給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人
131

千円
499,290

千円
42,378

千円
180,794

千円
722,462

千円
5,515

※職員手当には、児童手当・退職手当は含みません。

２ 職員の給与の状況

⑶ 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 （平成25年４月１日、７月１日現在)

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料 平均給与 平均年齢 平均給料 平均給与 平均年齢

基山町

円
320,985

円
351,955

歳

41.2

円
320,557

円
326,771

歳

47.1
301,848 346,570 300,363 326,274

国

円
332,446

円
405,463

歳

43.1

円
286,850

円
325,400

歳

49.9
307,220 376,257 272,119 309,534

※【基山町】欄中、上段は４月１日の額であり、下段は７月１日（給料減額後）の額です。
※【国】欄中、上段は給与改定・臨時特例法に基づく給与減額支給措置による減額前の額であり、下段は同措置に
よる減額後の額です。

⑷ 職員の初任給の状況 （平成25年４月１日現在)

区 分
基山町 国

初任給 初任給

一般行政職
大学卒 161,600 172,200

高校卒 140,100 140,100

技能労務職 高校卒 137,200 137,200

⑸ 期末・勤勉手当の支給状況 （平成25年４月１日現在)

区 分
基 山 町 国

期末 勤勉 計 期末 勤勉 計

期末・
勤勉手当

６月期支給率
月分

1.225
月分

0.675
月分

1.90
月分

1.225
月分

0.675
月分

1.90

12月期支給率
月分

1.375
月分

0.675
月分

2.05
月分

1.375
月分

0.675
月分

2.05

計
月分

2.60
月分

1.35
月分

3.95
月分

2.60
月分

1.35
月分

3.95
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⑻ 特別職の報酬等の状況 （平成25年４月１日現在)

区 分 給料月額又は報酬月額 期末手当支給割合

町 長
副 町 長
教 育 長

給料月額 755,100円
〃 617,500円
〃 523,400円 ６月期 1.40月分

12月期 1.55月分
計 2.95月分議 長

副 議 長
議 員

報酬月額 343,000円
〃 279,000円
〃 255,000円

⑴ 職員の勤務時間 （平成25年４月１日現在)

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

38時間45分 午前８時30分 午後５時15分 無 午後０時〜１時

※この勤務時間は一般的なものです。公務の運営上特別の形態により勤務する必要のある職員については、各任
命権者が別に勤務時間の割振りを行っています。

３ 職員の勤務時間、その他の勤務条件

⑹ 退職手当の支給状況 （平成25年４月１日現在)

区 分
基 山 町 国

自己都合退職 勧奨・定年退職 自己都合退職 勧奨・定年退職

退職手当

勤続20年
月

23.50
月

30.55
月

23.50
月

30.55

勤続25年
月

33.50
月

41.34
月

33.50
月

41.34

勤続35年
月

47.50
月

59.28
月

47.50
月

59.28

最高限度
月

59.28
月

59.28
月

59.28
月

59.28

１人当たりの平均支給額
千円

102
千円

25,369

※退職手当の一人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。
※退職手当の支給率は、佐賀県市町総合事務組合が規定する退職手当条例により定められています。

⑺ その他の職員手当支給状況 （平成24年度一般会計決算)

区 分 全 職 種

特殊
勤務手当

手当支給職員数の割合 7.6%

平成24年度支給総額 240,000円

支給対象職員１人当たりの
平均支給額

24,000円

代表的な手当の名称
徴税手当、伝染病防疫作業手当、
行旅病人又は行旅死亡人取扱手当

区 分 金 額 備 考

時間外
勤務手当

平成24年度
支 給 総 額 13,271千円

衆議院選挙時間外手当を含む。
職員１人当たりの平均支給額 102千円

平成23年度
支 給 総 額 15,820千円 県知事・県議・町議選挙時間外手当

を含む。職員１人当たりの平均支給額 115千円

区 分 内 容 国との異同

扶養手当 扶養親族のある職員 同 じ

住居手当 借家若しくは借間に居住し、月額12,000円を超える家賃等を支払っている職員 同 じ

通勤手当 交通機関を利用し、あるいは交通用具を使用して通勤している職員 同 じ
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⑵ 職員の休日等

週休２日制
日曜日及び土曜日は、週休日
（交替等で勤務している職員の週休日は、各任命権者が別に定めています。）

休 日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び12月29日から翌年の１月３日まで

⑶ 年次休暇の取得状況 （平成24年１月１日〜平成24年12月31日)

総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 取 得 率

4,341日 1,514日 119人 12.7日 34.9%

※対象職員数には、派遣職員は含んでいません。

⑷ 育児休業の状況 （平成24年度末現在 単位：人)

男性 女性

育児休業取得者 0 2

⑴ 服務に関する規定の状況 （平成24年度 単位：人）

区 分 内 容 違反者数

法令等に従う義務
(地方公務員法第32条)

職員は、法令等に従い、かつ上司の命令に従わなければならない。 0

信用失墜行為の禁止
(地方公務員法第33条)

職員は、職の信用を傷つけ、又は職全体の不名誉となるような行為
をしてはならない。

1

秘密を守る義務
(地方公務員法第34条)

職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退
いた後も同様とする。

0

職務に専念する義務
(地方公務員法第35条)

職員は、その勤務時間中、職務に注意力のすべてを用い、その職務
にのみ専念しなければならない。

3

政治的行為の制限
(地方公務員法第36条)

職員は、政治的活動に関与してはならない。 0

争議行為等の禁止
(地方公務員法第37条)

職員は、ストライキ等をしてはならない。 0

営利企業等の従事制限
(地方公務員法第38条)

職員は、許可を受けなければ、営利を目的とする会社その他の団体
の役員を兼ね、若しくは自ら私企業を営み、又は報酬を得ていかな
る事業・事務にも従事してはならない。

0

※地方公務員法第30条では、すべての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっ
ては全力でこれに専念しなければならないこととされています。この服務の基本原則を忠実に実行するため、職
員には上記のような様々な義務や制限が課されています。

⑴ 分限処分者の状況

分限処分とは、職員が一定の事由（勤務成績がよくない場合、心身の故障の場合、職に必要な適格性を欠

く場合、職制・定数の改廃・予算の減少により廃職・過員を生じた場合、刑事事件に関し起訴された場合、

条例で定める事由による場合）によってその職責を果たし得ない場合に、公務の遂行を確保するためにな

される職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分をいいます。平成24年度において、３名の

分限処分がありました。

⑵ 懲戒処分者の状況

懲戒処分とは、職員の一定の義務違反（法令違反、職務上義務違反又は職務怠慢、全体の奉仕者たるにふ

さわしくない非行のあった場合等）に対する責任を追及し、その制裁として行う処分をいいます。平成24

年度において、懲戒処分該当はありませんでした。

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況

５ 職員の服務の状況
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⑴ 研修の状況
※職員の勤務能率の向上及び増進を図るため各種研修を実施しています。主なものは次のとおりです。 （平成24年度)

研 修 名 対 象 者 期間 人数 研 修 先

市町新規採用職員研修 新規採用職員を対象とした研修 ３日間 ６人 佐賀県町村会

市町職員第１部研修 採用４〜８年の職員を対象とした研修 ２日間 ２人 佐賀県市町村振興協会

市町職員第２部研修 採用９〜13年の職員を対象とした研修 ２日間 ８人 佐賀県市町村振興協会

政策課題研修 課長〜係長級職員を対象とした研修 ２日間 ５人 佐賀県市町村振興協会

市町監督者研修 係長級職員を対象とした研修 ２日間 ３人 佐賀県市町村振興協会

市町政策法務研修
文書法制及び政策法務に携わる者を対象
とした研修

２日間 ３人
佐賀県市町村振興協会
自治研修協会

市町財務事務研修 財務担当職員を対象とした研修 １日間 １人 佐賀県市町村振興協会

パソコン各種研修
ワード・エクセルなど３コースに分かれ
ての研修

１日間 10人 佐賀県町村会

自治振興セミナー 希望職員 １日間 ８人 佐賀県

まちづくり
戦略セミナー

希望職員 １日間 ６人 佐賀県市町村振興協会

危機管理研修 課長、係長級職員を対象とした研修 ２日間 ４人 佐賀県市町村振興協会

コンプライアンス研修 全職員対象 １日間 106人 基山町

市町村アカデミー 希望職員 ９日間程度 ６人 市町村アカデミー

他自治体職員研修
(職員相互研修事業)

希望職員
１日間〜
２日間

17人
鳥栖市、小郡市、
大刀洗町

※このほかにも、各専門業務に関する派遣研修、職場研修として職場内において日常業務を通じ、職員にその職務の遂
行に必要な知識・技能等を習得させるための研修を行っています。

⑴ 健康診断の状況
（平成24年度 単位：人)

健康診断の種別 受診者数

生活習慣病予防健診 112

胃 検 診 75

婦 人 検 診 29

ＶＤＴ眼科健診 81

人 間 ド ッ ク 25

※職員の健康状態を把握し、生活習慣病
などの健康障害を早期に発見するため、
労働安全衛生法等に基づき、定期健康
診断を実施しています。

⑵ 福利厚生事業
職員の生活の安定と勤労意欲の向上を図り、職務に専念できるよう、定期保険契

約を締結し、その保険料を助成しています。 （平成24年度）

事 業 名 称 事 業 内 容 実 施 主 体 決 算 額

団体生命共済事業
死亡時に弔慰金
150万円を支給

全国町村会 634,500円

６ 職員の研修の状況

⑷ 勤務条件に関する措置の要求の状況

措置要求制度は、職員から給与、勤務時間、その他勤務条件に関し適当な行政上の措置を求める要求が

あった場合、公平委員会が必要な審査をしたうえで判定し、あるいは必要な措置の勧告を行う方法で事案

の解決に当るものです。

平成24年度において、措置要求はありませんでした。

⑸ 不利益処分に関する不服申立ての状況

不服申立制度は、職員から分限処分（その意に反して、休職、免職その他不利益な処分）又は懲戒処分を

受けたとして不服申立てがあった場合に、公平委員会が事案ごとに審理を行い、処分を承認し、又は修正し、

若しくは取り消す判定を行うものです。

平成24年度において不服申立はありませんでした。

７ 職員の福祉及び利益の保護の状況

⑶ 公務災害補償 （平成24年度申請分）

区 分 公務災害 通勤災害

申請件数 1 0

認定件数 1 0

不認定件数 0 0
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医療費の自己負担割合についてのお知らせ
「70歳～74歳のみなさまへ」

　70歳～74歳の現役並み所得者以外の方の窓口負担は、法律上２割ですが、国の特例
措置によりこれまで１割負担となっていました。平成26年度からこの特例措置が見直
され、負担割合が変わります。ただし、高齢の方の生活に大きな影響が生じることの
ないよう、段階的に実施されることになりました。
　負担割合は次のようになります。

平成26年４月２日以降に
70歳の誕生日を迎える方

平成26年４月１日までに
70歳の誕生日を迎えた方

（誕生日が昭和19年４月２日以降の方） （誕生日が昭和19年４月１日までの方）

自己負担割合

２割
自己負担割合

１割

・70歳の誕生月の翌月（各月の１日が誕生日
の方はその月）の診療から、窓口負担が２割
になります。※一定の所得がある方は、これま
でどおり３割負担です。
　なお、窓口負担は毎月の負担上限額が定め
られていますが、69歳までと比べて上限額が
下がります。

・平成26年４月以降も医療費の窓口負担は１
割のまま変わりません。※一定の所得がある
方は、これまでどおり３割負担です。
　なお、窓口負担は毎月の負担上限額が定
められていますが、この上限額も変わりま
せん。
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時
は

家
電
販
売
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

※
排
出
し
た
ご
み
か
ら
個
人
情
報
が

流
出
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り

ま
す
︒
携
帯
電
話
や
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
︑

必
ず
消
去
し
て
か
ら
排
出
し
て
く

だ
さ
い
︒

※
乾
電
池
は
回
収
対
象
外
で
す
︒
必

ず
ぬ
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
不
安
な
場
合
は
︑
役
場
農
林
環
境

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

農
林
環
境
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

町
民
会
館
及
び
体
育
施
設
︵
総
合

体
育
館
・
総
合
公
園
多
目
的
運
動

場
・
町
営
球
場
・
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
︶
の
指
定
管
理
者
が
４
月
１
日
よ

り
代
わ
り
ま
す
︒

指
定
管
理
者
制
度
と
は
︑
行
政
で

行
っ
て
い
た
維
持
管
理
の
部
分
を
民

間
等
の
団
体
に
委
任
す
る
も
の
で
︑

民
間
等
の
団
体
の
能
力
と
活
力
を
生

か
し
︑
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
効
率

的
・
効
果
的
に
対
応
し
︑
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
︑
経

費
の
縮
減
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
︒

町
民
会
館
及
び
体
育
施
設
の
指
定

管
理
者
は
︑
現
在
の
﹁
株
式
会
社
創

建
サ
ー
ビ
ス
﹂
が
５
年
間
の
指
定
期

間
を
終
了
し
︑
平
成
25
年
12
月
議
会

の
議
決
を
得
て
︑
町
民
会
館
は
︑
西

鉄
ビ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

が
代
表
団
体
の
﹁
西
鉄
Ｂ
Ｍ
・
西
日

本
企
画
サ
ー
ビ
ス
共
同
事
業
体
﹂
に
︑

ま
た
体
育
施
設
は
︑
株
式
会
社
セ
イ

カ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
代
表
団
体

の
﹁
セ
イ
カ
・
西
鉄
Ｂ
Ｍ
共
同
事
業

体
﹂
に
代
わ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
︒

こ
れ
ま
で
同
様
に
利
用
者
の
皆
さ

ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

生
涯
学
習
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

携帯電話端末 ラジオ デジタルカメラ BS/CSアンテナ

ICレコーダー 補聴器 ヘッドホン・イヤホン ハードディスク

USBメモリ メモリーカード ゲームソフト 電子書籍端末

ワードプロセッサ 電卓 電子辞書 電気式温湿度計

デジタル歩数計 電子式ベビースケール 電子血圧計 電子体温計

フィルムカメラ ハンドクリーナー 電気かみそり 電気脱毛器

電動歯ブラシ 家庭用噴霧機 電気バリカン リモコン

携帯用電気ランプ 携帯型ゲーム機 ミニ電子ゲーム ゲーム用コントローラー

回収対象品目

△町民会館△総合体育館
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第
18
回
佐
賀
県
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭

参
加
者
募
集

第
18
回
佐
賀
県
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
鳥
栖

市
︑
神
埼
市
︑
基
山
町
︑
み
や
き
町
︑

上
峰
町
︑
吉
野
ヶ
里
町
︑
佐
賀
市
及

び
唐
津
市
の
各
体
育
施
設
で
開
催
さ

れ
ま
す
︒

各
種
目
で
は
︑
公
式
競
技
規
則
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
︑
楽
し
く
参

加
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
︒
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒
大
会
要

項
︑
申
込
書
等
は
佐
賀
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
﹁
観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
﹂

↓
﹁
ス
ポ
ー
ツ
課
﹂
↓
﹁
大
会
・
イ

ベ
ン
ト
﹂
↓
﹁
県
さ
わ
や
か
ス
ポ
レ

ク
祭
﹂
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒

▽
開
催
日

５
月
25
日
︵
日
︶

▽
参
加
料

１
人
８
０
０
円
・
こ
ど

も
︵
小
学
生
以
下
︶
４
０
０
円

︵
傷
害
保
険
料
を
含
む
︶
参
加
料

納
入
後
の
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
︒

▽
申
込
締
切

４
月
11
日
︵
金
︶

※
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

生
涯
学
習
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

第18回佐賀県さわやかスポレク祭交流種目・会場所在地
開催期日：５月25日（日）

№ 種 目 名 会 場 市町名

1 グラウンド・ゴルフ 鳥栖市陸上競技場 鳥栖市

2 ゲートボール 上峰町中央公園多目的広場 上峰町

3 壮年サッカー 佐賀県総合運動場 球技場 佐賀市

4 ソフトバレーボール 神埼中央公園体育館 アリーナ 神埼市

5 ラージボール卓球 基山町総合体育館 アリーナ 基山町

6 ターゲット・バードゴルフ 鳥栖市東公園（おひさまの丘） 鳥栖市

7 武術太極拳 基山町総合体育館 武道場 基山町

8 年齢別テニス 基山町営テニスコート 基山町

9 年齢別ソフトテニス 鳥栖市民庭球場 鳥栖市

10 バウンドテニス みやき町中原体育館 みやき町

11 年齢別バドミントン みやき町北茂安体育館 みやき町

12 壮年ボウリング 唐津 ファズボウリングセンター 唐津市

13 マスターズ陸上競技 佐賀県総合運動場陸上競技場 佐賀市

14 インディアカ 三田川小学校体育館 吉野ヶ里町

15 フォークダンス 鳥栖市民体育センター 鳥栖市

16 スポーツ吹矢 神埼勤労者体育館 神埼市

17 ペタンク 鳥栖市民公園第２運動場 鳥栖市

18 オリエンテーリング 吉野ヶ里歴史公園（集合場所：西口ゲート前） 神埼市・吉野ヶ里町

19 ハイキング
九千部山系
（本部：コカ・コーラウエスト鳥栖市民の森駐車場）

鳥栖市

20 ミニテニス 鳥栖市民体育館・鳥栖中学校体育館 鳥栖市

21 よさこい 上峰町民センター 上峰町

22 ニュースポーツ体験コーナー みやき町三根体育館 みやき町

23 卓球バレーボール 神埼中央公園体育館 多目的室 神埼市

24 ディスクゴルフ 日の隈公園グラウンド 神埼市

25 ボッチャ 神埼中央公園体育館 武道場 神埼市

26 フロアカーリング 三田川中学校体育館 吉野ヶ里町

27 ゴールボール 三田川中学校体育館 吉野ヶ里町

ふるさと応援寄附を活用し、

基山中学校の校旗が58年ぶりに新しくなりました！

ふるさと応援寄附とは、基山町を何らかの形で応援したいという皆さまの思いを「基山町への寄附金」とい

うかたちで実現できる制度で、平成20年に始まったものです。

このたび、この制度を通じて基山町にいただいた寄附金を活用し、基山中学校の校旗を新調しました。

２月19日（水）に基山中学校で行われた校旗交代式では、58年間に亘って活躍してきたこれまでの校旗に対

する感謝の言葉や、新しい校旗とともに学校の歴史を引き継いでいく誓いの言葉などが述べられました。

皆様からいただいた寄附は、今

後も大切に活用させていただき

ますので、引き続きふるさと応援

寄附をよろしくお願いします。

※問合せ先

財政課

電話９２―７９１７
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犬
の
飼
い
主
の
方
は
︑
狂
犬
病
予

防
法
に
よ
り
︑
犬
の
登
録
︵
生
涯
に

１
回
︶
と
狂
犬
病
予
防
接
種
︵
毎
年

１
回
︶
を
受
け
さ
せ
る
事
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
動
物
は
も

と
よ
り
人
間
も
１
０
０
％
死
亡
し
て

し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
︒
日
本

で
は
昭
和
32
年
を
最
後
に
国
内
発
生

の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
ア
ジ
ア

圏
を
中
心
に
世
界
中
で
発
生
が
見
ら

れ
ま
す
︒
平
成
18
年
に
は
海
外
旅
行

か
ら
帰
国
し
た
２
人
が
発
症
︑
昨
年

は
終
息
し
て
い
た
台
湾
で
の
発
生
も

あ
り
︑
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
日
本

に
入
っ
て
来
る
か
予
断
を
許
さ
な
い

の
が
現
状
で
す
︒

し
か
し
︑
最
近
で
は
予
防
接
種
率

が
下
が
っ
て
来
て
い
ま
す
︒
狂
犬
病

の
蔓
延
予
防
に
は
︑
年
１
回
の
予
防

注
射
が
最
も
有
効
な
手
段
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
︑
集
合
注
射
や
動
物
病

院
で
必
ず
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
︒︵
生
後
３
ヶ
月
を
過
ぎ
た
犬

が
対
象
で
す
︶

ま
た
︑
犬
の
登
録
件
数
も
︵
社
︶

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
協
会
発
表
の
推
定
飼

育
頭
数
の
60
％
程
度
に
止
ま
っ
て
お

り
︑
未
登
録
の
ま
ま
飼
育
さ
れ
て
い

る
犬
も
多
い
よ
う
で
す
︒

※
未
登
録
や
予
防
注
射
未
接
種
の
場

合
は
︑
20
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

必
ず
登
録
・
予
防
注
射
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
︒

○
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

平
成
26
年
度
の
集
合
注
射
を
下
記

日
程
で
実
施
し
ま
す
︒
で
き
る
だ
け

こ
の
機
会
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
︒
接
種
率
が
下
が
る
と
接

種
会
場
が
減
り
︑
接
種
機
会
減
の
要

因
に
な
り
ま
す
︒

▽
料
金

・
注
射
料
︵
注
射
済
票
交
付
手
数
料

を
含
む
︶

３
︐
０
５
０
円

・
登
録
料
︵
今
回
新
規
に
登
録
さ
れ

る
方
の
み
︶

３
︐
０
０
０
円

▽
集
合
注
射
時
の
お
願
い

・
既
に
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

は
︑
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
た
注
射

案
内
ハ
ガ
キ
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
︒

な
お
︑
ハ
ガ
キ
の
問
診
欄
へ
の
記

載
を
お
願
い
し
ま
す
︒

・
犬
の
体
調
が
悪
い
と
き
は
︑
注
射

前
に
獣
医
師
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
︒

・
注
射
の
際
は
︑
犬
が
暴
れ
な
い
よ

う
に
飼
い
主
が
し
っ
か
り
と
押
さ

え
て
く
だ
さ
い
︒

・
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
が
責
任

を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

︵
掃
除
用
具
の
持
参
を
お
願
い
し

ま
す
︶

・
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
︒

・
注
射
会
場
は
大
変
込
み
合
い
ま
す

の
で
︑
料
金
は
お
釣
り
が
無
い
よ

う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
︒︵
特

に
50
円
が
不
足
し
ま
す
︶

○
動
物
病
院
で
の
予
防
注
射

動
物
病
院
で
も
随
時
予
防
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
そ
の
際

病
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
予
防
注
射
済

証
を
役
場
に
持
参
し
て
い
た
だ
き
︑

注
射
済
み
の
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
︒
そ
の
際
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

○
こ
ん
な
時
は
届
出
が
必
要
で
す

・
犬
が
死
亡
し
た
と
き

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

○
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

ま
だ
ま
だ
マ
ナ
ー
を
守
ら
ず
犬
を

飼
わ
れ
て
い
る
方
が
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
で
す
︒
放
し
飼
い
の
犬
に
通
行

人
が
怖
い
思
い
を
し
た
︑
夜
中
に
犬

が
吠
え
て
眠
れ
な
い
︑
フ
ン
が
放
置

さ
れ
て
不
衛
生
だ
等
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
︒
犬
好
き
の
人
と
犬

嫌
い
の
人
が
お
互
い
に
快
適
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
︑
飼
い
主
の
方
は
︑

周
囲
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に

心
掛
け
︑
適
切
な
飼
育
を
行
い
︑
最

低
で
も
次
の
事
は
守
り
ま
し
ょ
う
︒

・
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
が
責
任

を
持
っ
て
行
う

・
屋
外
で
は
つ
な
い
で
飼
育
す
る

・
つ
な
い
で
散
歩
し
放
さ
な
い

※
問
合
せ
先

農
林
環
境
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

月 日 曜 日 場 所 時 間

４月２日 水 北部公園（けやき台４丁目） 午後１時30分〜午後２時

４月８日 火 基山町保健センター西側 午後１時30分〜午後２時30分

４月13日 日 基山町保健センター西側 午前９時〜午前10時

４月20日 日 鳥栖市役所 (鳥栖市集合注射の中に基山町受付を設けています。) 午前９時30分〜午前11時

※４月２日から20日の間、鳥栖市・三養基郡の各町でも集合注射が行われています。基山町の方でも接種は可能で
すので、日程・場所・時間等については農林環境課にお問合せください。（他市町で接種された場合（４月20日を
除く）は、後日役場で注射済の登録手続きが必要となります）

平成26年度狂犬病予防集合注射日程
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▽
日
時

５
月
９
日
︵
金
︶・
10
日

︵
土
︶
午
前
９
時
～
午
後
４
時
︵
２

日
間
と
も
︶

▽
場
所

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防

本
部
３
階
︵
鳥
栖
市
本
町
３
丁
目

１
４
８
８
番
地
１
︶

▽
種
類

乙
種
第
４
類

▽
受
講
料

４
︐
０
０
０
円
︵
２
日

分
︶

▽
受
付
期
間

４
月
10
日
︵
木
︶
～

５
月
８
日
︵
木
︶

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
危
険
物
安
全

協
会
︻
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防

本
部
予
防
課
内
︼

(鳥
栖
市
本
町
３
丁
目
１
４
８
８

番
地
１
︶

電
話
８
３
︱
３
１
８
１

▽
試
験
の
種
類

甲
・
乙
・
丙
種

危
険
物
取
扱
者

試
験

▽
試
験
日
時

５
月
25
日
︵
日
︶

※
試
験
開
始
時
間
は
試
験
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
︒

▽
試
験
場
所

佐
賀
市
本
庄
町
１
番
地

佐
賀
大
学
本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
受
験
願
書
提
出
先

〒
８
４
０
︱
０
８
２
６

佐
賀
市
白
山
２
丁
目
１
番
12
号

佐
賀
商
工
ビ
ル
４
階

一
般
財
団
法
人

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部

▽
受
験
願
書
提
出
期
間

︽
書
面
申
請
の
場
合
︾

３
月
31
日︵
月
︶～
４
月
11
日︵
金
︶

︽
電
子
申
請
の
場
合
︾

３
月
28
日︵
金
︶～
４
月
８
日︵
火
︶

※
電
子
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
︑

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
︒

▽
受
験
願
書
提
出
方
法

持
参
又
は
郵
送

※
持
参
さ
れ
る
場
合
は
土
曜
日
︑
日

曜
日
を
除
い
た
日
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
︒

▽
受
験
願
書
用
紙
等
の
常
置
場
所

⑴

一
般
財
団
法
人

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部

⑵

県
内
各
消
防
本
部
・
各
消
防
署

※
問
合
せ
先

一
般
財
団
法
人

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部

(〒
８
４
０
︱
０
８
２
６

佐
賀

市
白
山
２
丁
目
１
番
12
号

佐
賀

商
工
ビ
ル
４
階
)

電
話
０
９
５
２
︱
２
２
︱
５
６
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
２
︱
２
９
︱
８
３
５
９

佐
賀
県
下
不
動
産
鑑
定
士
が
不
動

産
の
価
格
︑
取
引
︑
法
律
な
ど
の
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
︒
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
︑
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
︒

▽
日
時

４
月
７
日
︵
月
︶

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所

・
佐
賀
市

佐
賀
商
工
ビ
ル
７
階
会
議
室

・
鳥
栖
市

鳥
栖
市
役
所
１
階
会
議
室

※
問
合
せ
先

(公
社
︶
佐
賀
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会

電
話
０
９
５
２
︱
２
８
︱
３
７
７
７

道
路
及
び
法
定
外
公
共
物
︵
水
路
︵
公
有
水
面
︶
・
里
道
︶

占
用
申
請
の
更
新
に
つ
い
て

道
路
及
び
法
定
外
公
共
物
の
敷
地

を
占
用
︵
使
用
︶
す
る
場
合
に
は
︑

道
路
や
水
路
の
機
能
を
妨
げ
な
い
程

度
に
お
い
て
︑
申
請
を
行
え
ば
許
可

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒︵
こ

の
場
合
︑
設
置
後
の
管
理
は
申
請
者

が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
︒︶
許
可

期
限
が
今
年
度
︵
平
成
26
年
３
月
31

日
︶
ま
で
で
満
了
さ
れ
る
方
は
︑
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
で
更
新
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒
事
前
の
電
話

連
絡
も
承
っ
て
お
り
ま
す
︒

▽
更
新
手
続
き
が
必
要
な
方

許
可
期
限
が
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
の
方

▽
更
新
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
︵
認
印
︑
法
人
の
場
合
は
社
印
︶

・
前
回
の
申
請
書
類
︵
位
置
図
︑
求

積
図
︑
実
測
平
面
図
︑
断
面
図
︑

字
図
︑
現
況
写
真
︶
及
び
許
可
書

▽
更
新
手
続
き
期
間

３
月
26
日
ま
で

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

都
市
整
備
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
３

町では「基山町食生活改善推進員（ヘルスメイト）」の

養成講座を開催し、男性４名、女性４名の方が参加され、

２月で修了しました。（献立は17ページ今月の料理参照）

ヘルスメイトさんは、自分や家族、地域の人々の健康を

保持増進するために、適切な食生活の普及、活力ある地域

社会づくりを目標として活動されています。

活動内容は、

・親と子の料理教室

・中学生の料理教室

・保育園での食育

・地区での料理教室

・男性の料理教室

などです。

食を通して子どもから大人まであらゆる年齢の方を対

象に幅広く普及活動をされています。

皆様もヘルスメイトとして活動してみませんか。

基山町住民ならどなたでも参加できます。

来年度も「ヘルスメイト養成講座」を開催しますのでぜ

ひ受講してください。

※問合せ先 基山町保健センター
電話９２―２０４５

ヘルスメイトの食育だより⑦ヘルスメイトの食育だより⑦

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ
︻
鳥
栖
・

三
養
基
地
区
危
険
物
安
全
協
会
︼

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

︻
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部
︼

不
動
産
の
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

︻
(
公
社
)
佐
賀
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
︼
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
び
っ
と
の
杜
で
は

今
年
も
﹃
さ
く
ら
ま
つ
り
﹄
を
︑
き

び
っ
と
の
森
公
園
で
開
催
し
ま
す
︒

寒
さ
も
よ
う
や
く
ゆ
る
ぎ
は
じ
め
︑

大
き
く
な
っ
た
桜
の
木
も
桜
の
花
が

咲
き
ほ
こ
り
︑
皆
さ
ん
に
春
を
満
喫

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
︒
今

回
も
︑
地
元
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
音

楽
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
数
お
招
き
し
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
︒

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
︒

▽
日
時

４
月
６
日
︵
日
︶

午
前
10
時
～

▽
場
所

き
び
っ
と
の
森
公
園
︵
第

４
区
公
民
館
か
ら
西
へ
３
０
０

ｍ
︶

▽
内
容

・
ぼ
た
ん
汁
・
ピ
ザ
･
や
き
と
り
の

提
供

・
地
元
音
楽
グ
ル
ー
プ
演
奏
︑
カ
ラ

オ
ケ
大
会
︵
参
加
自
由
で
す
︶

・
地
場
物
産
販
売

野
菜
︑
漬
物
︑

筍
︑
み
か
ん

※
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
び
っ
と
の
杜

内
山
０
９
０
︱
４
３
５
３
︱
９
１
２
５

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
︑
出
来
る

だ
け
歩
い
て
ご
来
場
を
お
願
い
し

ま
す
︒

基
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
主
催
の

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
が
開
か
れ
ま
す
︒

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
次
の
要

領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

ま
た
一
般
会
員
も
合
わ
せ
て
募
集

し
ま
す
︒

︹
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
︺

▽
対
象
者

18
歳
以
上
の
男
女
(初

め
て
の
方
︑
元
経
験
者
)

▽
開
催
日
時

４
月
10
日
︵
木
︶
～

翌
年
３
月
26
日
︵
木
︶
(毎
週
木
曜

日
午
前
10
時
～
12
時
)

▽
場
所

町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
参
加
費

年
会
費
５
︐
０
０
０
円

︵
ス
ポ
ー
ツ
保
険
含
む
︶

︹
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
一
般
会
員
︺

▽
対
象
者

18
歳
以
上
の
男
女
︵
元

経
験
者
も
歓
迎
︶

▽
練
習
日

毎
日
午
後
２
時
～
６
時

火
･木
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら

水
曜
日
は
午
後
７
時
30
分
～
９
時

30
分
ま
で
ナ
イ
タ
ー
練
習
も
あ
り

ま
す
︒

▽
場
所

町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
会
費

年
会
費
８
︐０
０
０
円︵
体

協
・
互
助
会
会
費
１
︐
０
０
０
円

を
含
む
︒︶

※
問
合
せ
先

基
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

平
野
幸
子

電
話
９
２
︱
６
０
８
８

▽
募
集
内
容

①
予
備
自
衛
官
補
︵
技
能
︶

②
予
備
自
衛
官
補
︵
一
般
︶

③
自
衛
官
候
補
生
︵
男
子
︶

▽
受
験
資
格

①
18
歳
以
上
で
国
家
資
格
免
許
等

を
有
す
る
人
︵
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
︶

②
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

③
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

▽
受
付
期
間

①
・
②

１
月
８
日
︵
水
︶
～
４

月
２
日
︵
水
︶
ま
で

③

常
時
受
付
中

▽
試
験
日

①
・
②

４
月
11
日
︵
金
︶
～

15
日
︵
火
︶
ま
で
の
内
１
日
を

指
定

③

要
問
合
せ

※
問
合
せ
先

自
衛
隊
鳥
栖
地
域
事
務
所

電
話
０
９
４
２
︱
８
３
︱
４
０
７
７

履
歴
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
︑
臨

時
職
員
と
し
て
登
録
さ
れ
４
月
以
降

必
要
に
応
じ
て
雇
用
さ
れ
ま
す
が
︑

必
ず
雇
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
︒

▽
事
業
内
容

事
務
及
び
事
業
︑
福
祉
バ
ス
運
転

▽
住
所
要
件

本
町
に
住
所
を
有
す
る

▽
勤
務
時
間
等

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

週
２
日
～
３
日
︵
事
業
に
よ
り
変

動
あ
り
︶

▽
賃
金

・
事
務
及
び
事
業
⁝
時
給
７
０
０
円

・
運
転
士
⁝
時
給
９
５
０
円

▽
提
出
書
類

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
作
成
の

履
歴
書

▽
受
付
期
間

３
月
19
日
(水
)～
25
日
(火
)

午

前
９
時
～
午
後
５
時
︵
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
︶

※
問
合
せ
・
履
歴
書
提
出
先

社
会
福
祉
法
人
基
山
町
社
会
福
祉

協
議
会

基
山
町
大
字
宮
浦
１
６
０
︱
２

電
話
９
２
︱
３
３
１
１

︿
有
料
広
告
﹀

住まいのトータルクリニック

株式会社 リビングモア 佐賀

基山町園部2794-18

TEL　(0942) 92 - 6009    / FAX　(0942) 92 - 5678

平成25年9月1日より「古賀住宅設備㈱」は
「㈱リビングモア 佐賀」へと社名を変更しました

自
衛
官
募
集

︻
自
衛
隊
鳥
栖
地
域
事
務
所
︼

『
第
10
回
さ
く
ら
ま
つ
り
﹄

～
き
び
っ
と
の
杜
さ
く
ら
ま
つ
り
～
の
ご
案
内

︻
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
び
っ
と
の
杜
︼

臨
時
職
員
を
募
集

︻
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
︼

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

協
会
一
般
会
員
の
募
集
に
つ
い
て

︻
基
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
︼
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２
月
１
日
︵
土
︶
に
佐
賀
県
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
56
回
佐
賀

県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会
に

お
い
て
︑
基
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
井
上
悦
子
さ
ん
が
平
成
25
年
度

佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
永
年
勤

続
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
︒

井
上
さ
ん
は
︑
平
成
18
年
４
月
か

ら
基
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し

て
基
山
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
て
お
り
︑
今
回
の
受
賞

は
︑
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
︒

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
基
山
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
へ

︻
香
典
返
し
︼

▽
平
野
み
さ
子

永
田
１
︵
亡

國


︶

▼
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
香
典
返
し
︼

▽
天
本

政
人

丸
林
東
︵
亡

ク
マ
ヱ
︶

▽
松
田
美
津
代

小
松
東
︵
亡

勇
︶

▽
村
山

繁
實

け
や
き
台
４
丁
目
︵
亡

タ
ツ
ヨ
︶

▽
久
保
山
明
美

正
応
寺
︵
亡

ヨ
シ
エ
︶

▽
平
野
み
さ
子

永
田
１
︵
亡

國


︶

▽
松
尾

滋

宿
３
丁
目
︵
亡

久
保
山
文
枝
︶

▽
岡

益
臣

元
町
上
︵
亡

清
一
︶

▽
酒
井

優
美

夜
水
︵
亡

大
久
保
タ
マ
ヨ
︶

▽
熊
本

弘
子

才
の
上
︵
亡

洋
一
︶

▽
緒
方

希
男

寿
町
第
４
︵
亡

武
子
︶

▽
伊
藤
キ
ヨ
子

玉
虫
９
丁
目
︵
亡

林
︶

▽
埋
金

和
代

正
応
寺
︵
亡

松
次
︶

(敬
称
略
)

鶏
肉
と
り
ん
ご
の
ソ
テ
ー

材
料

４
人
分

鶏
む
ね
肉
60
ｇ
×

４
切
れ
︑
塩
少
々
︑

こ

し

ょ

う

少
々
︑

り
ん
ご
１
個
︑
サ

ラ
ダ
油
大
さ
じ
２
︑

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
120

ｇ作
り
方

①
鶏
む
ね
肉
は
︑

厚
い
部
分
に
包

丁
を
入
れ
て
均

等
の
厚
さ
に
す

る
︒
塩
こ
し
ょ

う
を
ふ
っ
て
下

味
を
つ
け
る
︒

②
り
ん
ご
は
︑
芯

を
除
き
︑
皮
つ
き
の
ま
ま
３
～
４
㎜
の

厚
さ
の
く
し
形
に
切
る
︒

③
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
︑
小
房
に
分
け
て
︑
熱

湯
で
茹
で
る
︒

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
て
①

の
鶏
む
ね
肉
を
皮
目
を
下
に
し
て
並
べ
︑

表
面
が
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
焼
き
︑

裏
返
し
て
火
が
通
る
ま
で
焼
い
て
取
り

出
す
︒

⑤
同
じ
フ
ラ
イ
パ
ン
に
り
ん
ご
を
並
べ
入

れ
︑
両
面
を
焼
く
︒

⑥
皿
に
鶏
む
ね
肉
と
り
ん
ご
を
盛
り
つ
け

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
添
え
る
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
186
㎉
︑
た
ん
ぱ
く
質
12.3
ｇ
︑

脂
質
10.1
ｇ
︑
塩
分
0.2
ｇ

春
菊
の
ポ
ン
酢
和
え

材
料

４
人
分

春
菊
200
ｇ
︑
も
や
し
100
ｇ
︑
Ａ
﹇
い
り
ご
ま

大
さ
じ
１
︑
み
か
ん
︵
果
汁
︶
大
さ
じ
２
︑

酢
大
さ
じ
１
︑
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
１
﹈

作
り
方

①
春
菊
と
も
や
し
は
︑
熱
湯
で
さ
っ
と
茹

で
て
水
に
取
り
︑
粗
熱
を
と
り
水
気
を

切
る
︒

②
春
菊
と
も
や
し
を
Ａ
で
和
え
る
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
25
㎉
︑
た
ん
ぱ
く
質
1.9
ｇ
︑

脂
質
1.0
ｇ
︑
塩
分
0.5
ｇ

※
今
回
の
献
立

修
了
日
に
は
︑
自
分
た
ち
で
考
案
さ
れ

た
献
立
を
調
理
し
て
貰
い
ま
し
た
︒

※
女
性
班

ご
飯
︑
鶏
肉
と
り
ん
ご
の
ソ

テ
ー
︑
大
根
と
水
菜
と
焼
き
椎
茸
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
︑
い
わ
し
の
つ
み
れ
汁

※
男
性
班

大
根
葉
混
ぜ
ご
飯
︑
い
わ
し

フ
ラ
イ
︑
春
菊
の
ポ
ン
酢
和
え
︑
野
菜

た
っ
ぷ
り
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
豚
汁

町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
﹁
基

山
町
食
生
活
改
善
推
進
員
︵
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
︶
﹂
の
養
成
講
座
を
開
催
し
︑
２
月
で
終

了
し
ま
し
た
︒

８
月
か
ら
月
１
回
︑
年
間
５
回
の
教
室

で
本
年
度
も
新
し
い
推
進
員
さ
ん
が
誕
生

し
︑
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒

皆
様
も
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
︒

来
年
度
も
﹁
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
﹂

を
開
催
し
ま
す
の
で
是
非
受
講
し
て
く
だ

さ
い
︒

※
問
合
せ
︑
献
立
レ
シ
ピ
は

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電

話
９
２
︱
２
０
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
１
４
８

今
月
の
料
理

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
よ
り

佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

永
年
勤
続
者
表
彰
～
井
上
悦
子
さ
ん

受
賞

▽
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外
活

動
な
ど

▽
派
遣
先

米
国
・
英
国
・
豪
州
・

カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
セ
ブ
・
フ
ィ

ジ
ー

▽
日
程

７
月
25
日
︵
金
︶
～
８
月

17
日
︵
日
︶
８
～
18
日
間
※
事
業

に
よ
り
異
な
る

▽
対
象

小
３
～
高
３
の
方
ま
で

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

▽
説
明
会
︵
福
岡
会
場
︶

・
日
時

５
月
11
日
︵
日
︶

午
後
１
時
30
分
～
３
時

・
場
所

深
見
ビ
ル
会
議
室

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

▽
参
加
費

25
万
円
～
65
万
円

▽
応
募
締
切

６
月
２
日
︵
月
︶
お

よ
び
９
日
︵
月
︶
※
事
業
に
よ
り

異
な
る

※
問
合
せ
・
資
料
請
求
先

(財
)国
際
青
少
年
研
修
協
会

電
話
０
３
︱
６
４
１
７
︱
９
７
２
１

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み

海
外
派
遣
参
加
者
募
集

︻
(
公
財
)
国
際
青
少
年
研
修
協
会
︼
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久
留
米
地
区
職
業
訓
練

協
会
受
講
生
募
集

︻
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
︼

▼
基
山
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
へ

︻
一
般
寄
付
︼

▽
基
山
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

３
９
︐
０
０
０
円

▼
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
一
般
寄
付
︼

▽
岡
田
香
真
流
大
正
琴

１
５
︐
６
０
０
円

︻
香
典
返
し
︼

▽
藤
田

和
己

第
９
区
︵
亡

シ
ヅ
エ
︶

▽
平
田

一
男

古
寺
︵
亡

一
郎
︶

▽
永
尾

浩
一

本
桜
６
︵
亡

吉
枝
︶

▽
平
野

守

永
田
１
︵
亡

タ
ツ
エ
︶

▽
大
石
ヤ
ス
エ

小
松
西
︵
亡

武
夫
︶

▽
田
代

和
則

き
や
ま
台
２
丁
目
︵
亡

政
和
︶

▽
熊
倉
紀
代
美

け
や
き
台
４
丁
目
︵
亡

徹
︶

※
受
講
場
所
は
久
留
米
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
す
︒

※
問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
︵
〒
８
３
９
︱
０
８
０
９

久
留
米
市
東
合
川
５
︱
９
︱
10
︶

電
話
０
９
４
２
︱
４
４
︱
５
２
０

新刊ピックアップ！新刊ピックアップ！
｢向かい風で飛べ！｣

乾 ルカ／著 中央公論新社刊

完全アウェーの転校生、さつきの物語。ス

キージャンプの天才美少女、理子との出会い

が、孤独で憂鬱な日々を塗り変えていく…。

わくわく、ハラハラ、うるうる。全部が詰まっ

たスキージャンプの青春小説。

｢空蝉ノ念｣
佐伯 泰英／著 双葉社刊

天明四年三月、増改築の済んだ小梅村の尚
武館道場に、旅塵にまみれた老武芸者が現れ、
坂崎磐音との勝負を願い出た。その武芸者は
なんと直心影流の同門、“肱砕き新三”の異名
持つ古強者だった。超人気書き下ろし長編時
代小説第四十五弾。

｢ちょっと具合のよくない

ときのごはん」 岩崎啓子

｢大増税時代がやってきた

消費税のイロハ」

消費税を考える税理士の会

｢10代の子どもが育つ魔法

の言葉」

ドロシー・ロー・ノルト

｢「怒り」のマネジメント

術」 安藤俊介

｢十津川警部東北新幹線

「はやぶさ」の客」

西村京太郎

｢佐賀酒ものがたり」

平尾 茂

｢知の武装」 手嶋龍一

｢竹取物語」 石井睦美

基
山
町
役
場

企
画
政
策
課
／
〒
841-0204

佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町

大
字
宮
浦
666番

地
☎
(0942)92-2011

基
山
町
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

図書館だより
http://www.kiyama-lib.jp/

や
っ
た
ね
！
歯
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん

～
保
健
セ
ン
タ
ー
～

１
月
の
３
歳
児
健
診
で
︑
む
し
歯
が
無
か
っ
た
子
ど
も
達
を
２
月
15
日
号
と

３
月
15
日
号
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
︒

(50
音
順
)

楢
なら

木
き

理
り

央
お

ちゃん

天
あま

本
もと

礼
れい

二
じ

郎
ろう

くん内
うち

田
だ

理
さと

史
し

くん

蔵書点検作業にはご協力いただ

き、ありがとうございました。

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？

４月６日（日）午前９時30分より
児童室にて

｢おおきな木」
シェル・シルヴァスタイン／作

｢さよなら さんかく」
わかやま けん／絵

開館時間 午前９時∼午後５時

休館日 毎週月曜日・祝日・毎月末日

詳しくはHPまたはお電話で。

電話９２−０２８９

基山町社会福祉協議会

３月31日

臨時休業のお知らせ

基山町福祉交流館へ移転のため、

臨時休業いたします。

▷臨時休業日

３月31日（月）

※問合せ先

基山町社会福祉協議会

電話９２―３３１１


